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論文内容要旨

 本論文は島根県石見鉱山,新潟県西川鉱山,青森県安部城鉱Lt.1の一三鉱山についてそれぞれの層序

 的・構造的位置,母岩の堆積環境,および鉱床が形成された直後にうけ1二二次的破壊とその機構に

 ついて記載と考察を行なったものである。

石見鉱山

 1層序粗粒黒雲母花崗岩を基盤とし下位から次のご'とき層序で第三系が累重している。

 a)波多層流紋岩質火砕岩を主とする地層で大部分は陸成層と考えられる。

 b)川合層花崗岩質砂岩・礫岩を主とし,安山岩・同質火砕岩を伴う地層て'ある一、

 安山岩類はpihow]avaと火砕流堆積物より成る。この安山岩の分布は久利層の堆積岩の

 岩相変化を支配している。砂岩・礫岩は川合町・仁万町のrケ所を中心として分布し,亜炭層

 を挾むので瀕海堆積物と考えられる。

 c)久利層下部頁岩・中部火砕岩・上部頁岩の.三部層に分けられる。

 下部頁岩は海成の黒色頁岩であるが地表での分布は狭く,かつ薄い。

 中部火砕岩は流紋岩・同質火砕岩より成り黒鉱鉱床の母岩となっている。流紋岩は主に爆発

 的火山活動を伴う熔岩円頂丘である。火砕岩は主に緑色凝灰岩・異質礫凝灰岩であるが,これ

 を追跡すると川合層の砂岩に挟まれる凝灰岩に連なる〔,こ。)嘔は,川合層の砂岩の一部は久利

 層の浅海相であることを示している。

 上部頁岩は女川階を示す有孔虫を含み黒色塊状である。

 d)大森層安山岩・石英安山岩の火山活動と粗粒玄武岩の遊入により特徴づけられる地層て・,

 一部に熔結凝灰岩がみられる。

 2火山活動の場堆積盆地の形成は酪唱W両系の断層の組み合わせによる陥没に始まり,この

 断届を中心とする安山岩の活動により骨組みが完成した。ついで堆積盆地内に生じたEW系の基

 盤岩の小隆起に沿う流紋岩の火山活動が行なわれ,膨大な火砕岩を噴出し,その末期に黒鉱鉱床

 が形成された。なお,大森期の粗粒玄武岩は堆積盆地の外縁部に貫入している。

 3鉱床の生成環境と二次的破壊機構鉱床上盤の上部頁岩はほぼ正方形の凹地を埋めて堆積して

 いる。この凹地の周囲は流紋岩の壁て囲まれており,下部に厚い粘土化帯を伴う事から,この凹

 地は中部火砕岩を噴出した火口と考えられる。

 鉱床はこの凹地の中に胚胎しているが,本鉱山の鉱石には粘土の中に粗粒黒鉱・細粒黒鉱・黄
 “!ノ噂

 鉱・珪化岩等の大小の角礫が多量に混在する珪化鉱と粘土の中に微細な鉱石鉱物を含む粘
ノノ

 土鉱の二種がある。珪化鉱の礫の中にみられる結状構造は粘土の中や隣接する礫の中に連続する

 ことはない。この事実は,鉱床が二次的に破壊されて再堆積した乙とを示すもので,その機構と

 しては岩脈の破壊の形態から単純な陥没が推定される。粘土鉱の中には多くの堆積構造がみ彦)れ,
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 これにより復元される古水流は変fヒに富んでいる。

 以hをまとめると,火山活動の終熄→鉱床の形成→鉱床附近の陥没による鉱床の破壊と珪化

 鉱の崖錐状再堆積・粘土鉱の形成という一連の動きが推定される。この一連の過程は,鉱床の母岩

 の凝灰岩が堆積してからヒ盤頁岩の中に水平に堆積している凝灰岩薄層が堆積する迄の時措jに行な

 われたものてある。

西川鉱山

 1暦序基盤眉の古生層および花嵐岩のkに次の如き層序で累重している。

 a)津川層本層は下部の観音沢砂礫岩と上部の広谷凝灰岩に分けられる。

 観音沢砂礫岩は花崗岩質砂岩礫岩よりなる地層で,陸成ないし汽水域の堆積物である。

 広谷凝灰岩は流紋岩熔岩と火砕岩との繰り返しから成っている。黒鉱鉱床下盤の熔岩は鉱山

 西方の人ケ谷では基盤岩を覆い柱状節理のある熔岩で陸上熔岩流の性格が強い。鉱山東方の蝋ケ

 平では自破砕構造のある緑色真珠岩で海中の熔岩と推定される。従って鉱山附近は海域と陸域

 が近接していたといえよう。

 黒鉱鉱床の母岩と々っている角礫凝灰岩の最下位にはlmbricationを示す礫岩がある。

 h部熔岩は灰色夷珠岩である。これに引続く火砕岩はδlumpingが多く層厚の変1ヒに富む。

 b)粟瀬層玄武岩と灰色泥岩を主とする地層である。鉱山附近では玄武岩の活動は薄く広く連

 続する凝灰場であり,海底の凹凸は完全に埋没されていたものと考えられる。

 2火山活動の場地域の西方に分布する古生層との境界線を含め,NS系の断層が四条みとめら

 れる,、この断層によって東側が順次藩ら込み堆積盆地が形成されているが,流紋岩の活動の中心

 はこσ)断層線hに位置している。真珠岩(.L部熔岩)も同様な構造的位置に分布している。一方,

 この流紋岩・真珠岩の分布する地区は重力調査では弱いhighanomalyであり基盤岩の隆起を

 ・llしている。この事から上記階段状断層は,陥没しながらブ・ノクの傾動を伴う湾曲階段状断層

 (qlrvedsむepfault)であろうと推定される。この運動は真珠岩の活動終熄の後も引続いて

 いる,r

 3鉱床の生成環境と二次的破壊機構本鉱山の鉱石には礫状黒鉱・砂状鉱・鉱染状鉱の三種があ

 るが最も特徴的なのは砂状鉱て歩)る。砂状鉱は淘汰をうけた凝灰岩の中に鉱石粒が混在する高品

 位鉱で,下位に鉱染状鉱を伴うり母岩0)堆積環境1特にlmbricatlonがある事から,この砂状

 鉱は浅い海底の凝灰岩中に形成された鉱染状鉱が波浪による淘汰をうけて形成されたものであろ

 つ。

安部城鉱山

 1層序古生層および花崗岩を基盤としそのしに次の如き層序で累重している。

 a)金八沢層安山岩・同質火砕岩より成る地層で岩相およびrヒ石から海成層である。
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 b)桧川層水層は激しい酸性火山活動で特徴づけられ,次の三部層に大別される。

 ソコベ沢流紋岩離層は,激しい流紋岩の火山活動を示す地層で,赤紫色流紋岩・水砕熔岩,白

 色流紋岩・緑色火砕岩の二種の組み合わせがあり,前者は陸hに噴出し水中に流入した熔岩で

 あり後者は水中に溢流した熔岩である。

 安部城礫岩砂岩部属は,凝灰質砂岩礫岩・泥岩よりなり,黒鉱鉱床の母岩である。植物1ヒ右の

 産出および岩相から浅海堆積物である。

 銀杏木ネバタ岩部周は,本地域では塊状無層理の凝灰岩であるが,鉱山の東方では試錐によ

 り大規模のgradedbeddingがみられる。

 c)葛沢層安山岩,同質火砕岩,泥岩より成る地層で,泥岩は堆積盆地の中央部に分布し,安

 山岩類はその周辺に分布する。

 2火山活動の場流紋岩の分布は重力のhighan㎝alyに一致しており,このhighanomaly

 はEW方向に三列認められる。この場合も西川地域と同様に,湾曲階段状断層による陥没と,

 それに伴う部分的上昇が流紋岩の火山活動の場を与えていた事が推定される0

 3鉱床の生成琿境と二次的破壊機構ソコベ沢流紋岩部層の活動が終熄した時には,高倉山と山

 神祉をむすぶEW系のリッヂが存在した。安部城礫岩砂岩部層は,リ。ヂのhでは礫相を呈し、

 その東方では砂相を呈しておりリッヂの水深が波浪の影響をうける程度に浅かった事を卒してい

 る。一方鉱床はこのリッヂから約150m離れた位置に胚胎している。

 一方銀杏木ネハタ岩部層はその底部に薄い砂質凝灰岩を挾むが,新鉱培附近とそθ)刺防では巾80〔)II}

 延長L200m以上にオ)たりこれを欠く地区があり,ここでは本部眉中にgradedbeddingが認められ

 る。この事から,上記の範囲はネバタ岩質凝灰岩が堆積後に啓び移動し,内部構造を破壊し,再

 堆積した範囲であり,その移動の形式は乱泥流であろうと推定される。

 新鉱床はいくつかの小鉱体の集まりであり,大部分は安部城礫岩砂岩部層に胚胎しているが,

 乱泥流によって凝灰岩が再堆積した範囲内では凝灰岩中に含まれている鉱体もある。

 以上を総合すると,黒鉱鉱床が形成され,銀杏木ネバタ岩部層が堆積したあとに発生した乱泥流

 により鉱体はブロソク状に破壊され一部は凝灰岩中にとりこまれた。角礫rヒされた鉱石の・部は

 600m以上移動してgradedbeddingの底部に再堆積したものと考えられる。

まとめ

 i)石見鉱山・西川鉱山・安部城鉱山の三鉱床は,いずれも中新世西黒沢階～女川階の流紋岩火

 山活動の末期に形成されている。この火山活動は爆発的なものであり,火山岩体は熔岩円頂丘を

 作っている。

 の火山活動は堆積盆地の形成に関係する湾曲階段状断層に伴っている。この湾曲階段状断層は,

 断層にはさまれたブ・ックの傾動を伴うため,盆地内には小さな基盤岩の高まりを生じ,第三系

 はこの高まりを反映して背斜やドームを形成している。

476



 m)鉱床胚胎層準を横に追跡すると,植物1ヒ石やピソライトを含む陸成相がみられることおよび鉱

 床胚胎層準にimbricationのある礫岩がみられることなどから,いずれの地域ても鉱床の母岩は

 浅海の堆積物てある0

 1V)鉱床が形成された直後にこれら三つの鉱床はそれぞれ特徴的な破壊を受けている。

 すなわち,石見鉱山においては鉱床の直下がカルデラ状に陥没し,鉱床はブロック～角礫とし

 て崖錐状に再堆積している。

 西川鉱山では凝灰岩中に形成された鉱染状鉱が粘土を洗い流されて海浜砂鉄状の濃集帯を形成

 している。

 安部城鉱山では上位層のs!umpirgにより鉱床がブ・ックfヒされ,一部は上位層にとりこまれ,

 一部は遠く流されてgradedbeddlngの底部に再堆積している。

 本文において述べたように,黒鉱鉱床については層序学・堆積学・隣造地質学・火山学等を含め

 た考察が必要であるが,特に従来注目される事の少なかった堆積学的考察は,今後の黒鉱鉱床の研

 兜のみならず,探鉱作業にとっても有効な指釧を与えうるであろう。
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 論文審査結果の要旨

 茂木睦提出の論文は「.・三の黒鉱々床地域の増質,特に鉱床母岩の堆積淵境と鉱床の二次的破

 壊について」と題して,島根県岩見鉱山,新潟県西川鉱山,並びに青森り,1安部域鉱山に発達する黒

 鉱々床を中心としてL章からなる論文である。

 茂木は各地域において鉱山及びその周辺の地質調査を行ない・岩相の水平。墨画的分布並びに変

 化,層序の確立,地質構造,堆積構造並びに黒鉱の層位的位置,水平・壁面分布並びにその変化を

 、調査し,その結果として次のLl{を明かにしている。即ら,各鉱山において著しい堆積構造が発達し

 ている。これらの堆積構造はとくに,Gross-laminatio恥,Gross-bedding,imbrica-

 hon,PuUapart,gradedbedding並びにslumping等が,よく発達し,また黒鉱の分布,産

 状並びに量は.それらの堆積構造と一致することを明らかにしている。この碌な事実は,黒鉱々床

 生成後の破壊,つづいて再堆積したことを意味するもグ)で,地質構造発達史にも密接な関係のある

 ことを明らかにしている。

 さらに茂木は,黒鉱力床と火成活動との関係について考察している。以L述べた{つの鉱山は,

 いすれも盆地堆積地域に生成されたもので,安山岩の活動か堆積盆地の骨組を形成し,流紋岩の活

 動は盆地生成末期において鉱床生成に関係あろことを指摘していろ。

 これらの活動は,いずれも構造運動に関係のあることを指摘している。鉱床生成河)地質時代につ

 いては,層序,火山活動及び化石軟体動物・有孔虫,並びに植物化石により,巾覇世であることを

 明らかにしている。

 茂木の研究論文は地質学並びに鉱床堆積学に貞献ずるところか多いので、理学博士の学位1論文と

 して合格と認める。
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